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震災から四年半を過ぎました。ふと、今まて,いの中で唱えていた言葉

を最近は□にしな<なっている事に気付きましたc

震災後の混舌しの中、全<経験した事のない事に関わり右も左もわから
ない状態で取り組んできました。不安になつたB寺 にいつも自分に言い間
かせてきた言葉、「あのおばあちゃんの孫だもん、大丈夫、大丈夫 !」

おばあちゃんは、早<に亡<なつたおじいちゃんが残した会社をずっと
守つてきました。幼い頃の私は、信念を持ち凛としてる姿に物怖じして
いました。なんとな<近寄りがたく怖いなと思つていました。でも自分
も大人になって社会に出て十数年経ち、いつの間にかおばあちゃんに対
する気持ちは尊敬の念に変わつていました。

それから数年後、東日本人震災が起こりました。浜辺の近<にあった
会社とともに、おばあちゃんは波にのまれました。見付かつたのは震災
から5日 程経ってからでした。

自分に同ができるだろうか、その何かをする事が亡<な つたおばあち
ゃん達の供養になるだろうかと思い、被災地支援をしてくださってる方
と一緒に活動を始めました。仕事とは全<畑違いの活動。いろいろ戸惑
いながら手探り状態でした。思うように事が運ばずに気持ちが折れそう
になる時も多々ありました。そんなB寺 に自分自身に言い間かせてきた言
葉、それが「あのおばあちゃんの孫だもん、大丈夫 !大丈夫 ll」 自然
と□にしていた言葉でした。亡くなつて側に居なくても、ずつと励まさ
れてきました。おばあちゃんの後ろ姿は私の心の中にしっかり生き続け、
そしてずっと支え続けてくれましたc今一番伝えたい言葉、「おばあち
ゃん、ありがとう」。大好きなおばあちゃんに心から感謝しています。
ありがとうの言葉、いつか伝えようと悪つているうちに永遠に伝える事
ができな<なる事もあります。同じような経験をした方は実は多いので
は?人はそんな場面に遭遇しないとなかなか大切な事に気付かない生き
物かもしれませんc当たり前に周っている日常の中にある幸せを、感謝
して大切に生きていける人になりたいです。日々さりげな<「ありがと
う」と言えるよう、これからもおばあちゃんの背中を追い続けたいと闇
います( (宮古市出身 Y)

お盆によく見るきゅうりとなすを使つた馬と牛型の置物。
皆さんは、なんの為に作り、置くのかご存知ですか?
この置物は、精霊馬 (しょうりょううま)といい、ご先祖様などの霊があ
の世とこの世を渡るための乗り物の意味があります。馬は足が速いので早
く霊をお迎えし、牛はゆっくりと名残を惜しんで霊をあの世へお送りする
ということです。また、地方によってはこの逆の考えもあります。
精霊馬の発祥時代は明確にはされていません。しかし、古<は 1日 暦7月

15日 のお盆の1週間前にあたる七夕の日に、お盆の準備として真菰 (ま
こも)というイネ科の革で馬型の人形を作り、飾るという風習がありまし
た。これが始まりとされていて、その後このB寺期にとれるきゅうりと茄子
が使われるようになりました。

作り方は簡単で、きゅうり。茄子・わりばしを用意し、わりばしを適度
な長さにカットして、きゅうり 。茄子それぞれにバランスよく束」して完成
です。地域によってはナンテンの葉で耳を作り、馬にはとうもろこしのひ
|ザでしつぱを付けるなどするところもあります。

また、霊の乗り物として役目を果たしたあとの精霊馬は、丁寧に処分し
ます。昔は川に流したり、土に埋めたりしましたが現在はそうすることも
出来に<いので、半紙などの白い紙に包んでお清めの塩をもヽつて丁寧に
分します。

最近は、色々とアレンジした精霊馬をインターネットなどで見かけます
が、大切なのはご先祖様への感謝の気持ちを忘れないことです。皆さんも
次回のお盆に作ってみてはいかがですか?

(ただつち)

お ナJl ら 巳 Ц

下記日程で、いのち新間企画主催「お茶っこの会」～東日本大震災を語
る会～を開催いた します。対象は震災で被災された方、それに関連 してご
家族を亡くされた方、ご支援いただいた方に今回は限らせて頂きます。

日B寺 :平成 28年 2月 28日 (日 )13時 ～ 」7時
場所 :さ くらホール (北上市)大ア トリエ

「いのち新間」へのお手紙や活動資金のご寄1寸 ありがとうございました。
I_悶 しヽ合 わ せ 先

干0240024岩 手 県 北 上市 中野 町 2丁 目 28-23
株 式会 社 桜 内  「 いのち 」新 間編集 部

☆ お電 話で の 問 い合 わ せ は ご遠慮 願 tlま す 。

織背中 繊 鸞 iこ 購 ←1鶉|ぐ ～津濾騨嘩峰慕守
た
凱

鍮
・

ギモ類 燿 ま 撃 観 呂 勢 腑 箋大%孔警 灘 霧 蓑 〔乳
夕」はそれぞれの地域の伝統の継承であり、さらに若い世代へのバトン
タッチなのである。
平成27年 8月 7日、震災から5度目の七夕。今年は、かさ上げ工事

で立ち入りができなくなつていた場所を一部開放
して行われた。旧大石沖～馬場前～大町～荒町～
消防署前まで続く川原、館の沖付近を山車が練り
歩いた。

震災前、店舗兼住宅のあつた場所に近づいた時、
ある人がそこで生活してきた人に、B4んだ言葉が
とても印象的だつた。「(太鼓)たたけ !」 その言

葉は、きっと空の上の人たちにも届いているからとそんな気持ちのこも
つた言葉だった。「来年は、(通るの)この上だから」とかさ上げされた
上を指さした。

震災後、町内会が解散されたのと同B吉 にいくつもの七夕祭組が解散し
ている。七夕祭組のいくつかは有志で行われている。七夕はコミュニテ
ィーそのものでした。震災によって既存のコミュ
ニティーを失いました。これから新しい街ができ
ます。しかしそれは、既存の地区ではなく、七夕
がどのような形で継承されていくのかわかりませ
ノし。

「七夕」という存在は、亡くなつた人たちも、
生きている人たちも、帰つてくる場所であり、そ
こに生きた証そのものであり、それはまさし<「 S、 るさと」そのものな
のです。

(陸前高田市出身 靴屋のゆきのちゃん)
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